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いちよしSDGs通信VOl.32  『企業における人材投資に注目が集まる』

ESGやSDGｓに着目した投資の盛り上がりを受け、投資判断における要素の一つである人的資本に注目が集まっ

ています。人的資本とは、企業で働く社員を資産と捉えた呼び方です。企業には長期にわたって製品やサービスを提

供し続けるためにも、社員が保有する知識や技能を向上させ、人的資本を一層充実させることが求められています。

■企業における人的資本情報の開示量増加が見込まれる

今、企業に人的資本に関する情報開示を求める気運が

高まっています。米国では既に2020年8月に米国証券

取引委員会（SEC）が「人的資本の情報開示」の上場企業

への義務化を発表しています。日本国内においても８月

末には内閣官房より「人的資本可視化指針」が発表されて

おり、早ければ2023年度に有価証券報告書で一部の人

的資本情報の記載を義務化する方針も示されています。

人的資本の開示に注目が集まるのは、企業の成長に重

要な要素でありながら、従来企業分析で使われてきた財

務諸表では見えにくかったためです。従業員への教育や

健康施策、定着・離職率は長期の企業成長を占う上で欠

かせない情報です。

リクルートが企業の人事担当者を対象に行った調査に

よれば、人的資本に関する情報の測定をしながら外部へ

開示・報告している割合は14.9％と活用が進んでいない

ことが明らかとなりました。

長期的な企業価値向上を目指して従業員への積極的な

投資を行ったとしても、今までは財務諸表上で費用とし

てみなされる傾向がありました。こうした潮流を受け、企

業の長期成長に繋がる取り組みが可視化され、企業にお

ける人材投資や情報開示が増えることで株式市場におい

ても高い評価を得る企業が現れるとみられます。

記載欄 開示項目

従業員の状況

男女間賃金格差

女性管理職比率

男性育児休業取得率

サステナビリティ
人材育成方針

社内環境整備方針

有価証券報告書の新たな開示項目

人的資本に関する情報の測定・開示状況

（出所）金融審議会「ディスクロージャーワーキング・グループ報告」より
いちよしアセットマネジメント作成

（出所）リクルート「人的資本経営と人材マネジメントに関する人事担当調査
（2021）」よりいちよしアセットマネジメント作成
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